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 港新聞が閲覧できる場所  
港図書館(弁天 2-1-5),港区民センター(弁天 2-1-5),弁天町市民学習センター(弁天

1-2-2-700),各銭湯(朝日湯除く),港区在宅サービスセンターひまわり(弁天2-15-1),築港

地域在宅サービスステーション(築港 2-4-16),港スポーツセンター(田中 3-1-126),ほの

ぼの休憩所(八幡屋商店街内),石炭倉庫(波除6-5-18),シネ･ヌーヴォ(西区九条1-20-24),

韋駄天尊(繁栄商店街内),珈琲館隠岐(磯路 3-25-6),交通科学博物館(波除 3-11-10) 
 

 
 

―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★たかが猫、されど猫―。このかよわき生き

物にどう対処するかで、その地域の行政の質

が判断できると言っても過言ではないでしょ

う。動物との平和共存は地球上の頂点に立つ

人類の責務でもあります。３年目に入った｢公

園猫サポーター制度｣(1頁)。さらに充実させ

ることで｢人と動物との共生｣という星を港区

の空に輝かせられるか。｢二つ星｣区政の真価

が問われようとしています。 

★ようやく過ぎた酷暑の候。８月は｢恋の季

節｣でもありますが、やはり｢戦争の季節｣でし

た。港中学校で(9頁)、南市岡で(11頁)、み

なと通で(17頁)、波除で(34頁)、西区九条で

(36頁)、さらには元田中住民によって(38頁)

戦争が語られ、また演じられました。特に港

中での 95 歳の肉声による戦場体験は、戦後

68年の今では超のつく希少価値。企画した生

徒会と語り部に｢あっぱれ｣コールを贈ります。 

★見る･喋る･歩く･食べる―といった何でも

ない動作が当たり前にできることがどれだけ

ありがたいか。障害者の外出への不合理な縛

りに是正を求める協議(20 頁)を取材して一

層その感を強くしました。｢障害者が普通に社

会活動を続けられる条件を｣の叫びに｢手弁当

で｣と支援を約した弁護士さんはエライ! ｢盲

導犬チャリティ｣(37頁)の藤かほりさんも。 
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